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　空想特撮シリーズ『ウルトラマン』のテレビ放送が開始されたのは昭和 41 年（1966 年）の
ことである。『ウルトラマン』終了後、翌年には、『ウルトラセブン』の放送が開始される。以












　本稿では、平成 21 年（2009 年）公開の劇場作品に初登場したウルトラマンゼロ（以下、ゼロ）
のことばづかいについて分析する。ゼロには、ウルトラセブン（以下、セブン）の息子という

































































































































































































































































































  ｂ．やっと本気か。おせーんだよ。（伝説外伝） 
　（12a）は敵であるダークロプスゼロと初めて戦った後での発話、（12b）はその敵と二度目
の戦いのときの発話である。（12a）では助動詞「ない」が「ねー」に、（12b）では形容詞「お
































































  ｃ．おめーに指図される覚えはねえ 





































































している。ウィキペディア（2013 年３月 18 日閲覧）には、舞台劇『ウルトラマンプレミア 2011』で、レ
オを「レオ教官」、ゾフィーを「ゾフィー隊長」と呼んでいるという記述がある。ただし、『ウルトラマン
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